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　人件費及び保険給付費等を補正したいので提案する。

平成30年２月16日提出

横 浜 市 長 林 文   子

提　案　理　由

減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 276,826,044 千円と

　する。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補

正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

　（市債の補正）

第２条　市債の変更は、「第２表　市債補正」による。

市第162号議案

平成29年度横浜市介護保険事業費会計補正予算（第１号）

平成29年度横浜市の介護保険事業費会計補正予算（第１号）は、次に

定めるところによる。

　（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 12,046,239 千円を
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第１表　歳入歳出予算補正

  　歳  　　入

補 正 前 の 額 計

1 介 護 保 険 料 66,814,118 △ 2,238 66,811,880

1 介 護 保 険 料 66,814,118 △ 2,238 66,811,880

3 国 庫 支 出 金 59,979,049 △ 4,914,937 55,064,112

1 国 庫 負 担 金 47,912,239 △ 4,011,097 43,901,142

2 国 庫 補 助 金 12,066,810 △ 903,840 11,162,970

4 支払基金交付金 76,969,516 △ 6,158,312 70,811,204

1 支払基金交付金 76,969,516 △ 6,158,312 70,811,204

5 県 支 出 金 40,708,018 △ 2,846,277 37,861,741

1 県 負 担 金 38,322,788 △ 2,664,637 35,658,151

2 県 補 助 金 2,385,230 △ 181,640 2,203,590

6 財 産 収 入 6,008 △ 4,036 1,972

1 財産運用収入 6,008 △ 4,036 1,972

7 繰 入 金 41,998,688 △ 3,579,638 38,419,050

1 一般会計繰入金 41,155,028 △ 2,735,978 38,419,050

2 基 金 繰 入 金 843,660 △ 843,660 ―

8 繰 越 金 1,520,582 6,302,859 7,823,441

1 繰 越 金 1,520,582 6,302,859 7,823,441

10 市 債 843,660 △ 843,660 ―

1
財政安定化基金
貸 付 金

843,660 △ 843,660 ―

288,872,283 △ 12,046,239 276,826,044

款 項 補 正 額

歳 入 合 計

千円 千円千円千円 千円千円
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補 正 前 の 額 計

1 介護保険事業費 288,872,283 △ 12,046,239 276,826,044

1 総 務 費 6,124,539 13,247 6,137,786

2 保 険 給 付 費 265,419,282 △ 18,594,515 246,824,767

3 地域支援事業費 16,046,564 △ 1,453,165 14,593,399

4 基 金 積 立 金 1,071,898 7,985,643 9,057,541

7 災 害 対 応 費 ― 2,551 2,551

288,872,283 △ 12,046,239 276,826,044

  　歳  　　出

款 項 補 正 額

歳 出 合 計

千円 千円千円
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　第２表　市 債 補 正

限度額 起債の方法 利率 償還の方法 限度額 償還の方法

千円 ％ 千円

財 政 安 定 化
基 金 貸 付 金

843,660 無
利
子

―

計 843,660 ―

起債の目的
補 正 前 補 正 後

起債の方法 利率

％

　普通貸借の

方法により、

県から借り入

れる。

　起債の時期

は平成29会計

年度。

　平成30年

度から平成

32年度にお

いて均等に

分割して、

県が定める

日までに償

還するもの

とする。

　ただし、

貸付金の全

部または一

部を一時に

償還するこ

とができ

る。

― ― ―
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